
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．事業名 

大隈分館事業 

２．事業の目的 

大隈分館では、地域住民の身近なコミュニティを活性化させるために、地域活動の支援 

及び講座の実施等、地域と密着した活動を実施しています。 

〔青少年育成事業〕 

ふるさとの自然や歴史、伝統文化を学べる体験をする事で、ふるさとに誇りを持ち、

郷土を愛する心豊かな子どもを育てることを目的としています。 

〔嘉麻川学習会〕 

楽しみながら生きがいづくりや健康づくりに取り組み、仲間づくりをすることを目的

としています。 

３．事業の実施主体 

大隈分館 

４．連携・協力機関・団体等 

嘉穂小学校・牛隈小学校・子ども会・ニコニコ会・オレンジサロン・地域ボランティア 

 

 

 

 

 

【運営委員】 

 

 

 

 

５．事業予算 

平成３０年度 ３２５，０００円 

６．実施に至る経緯 

嘉麻市の嘉穂地区には４つの分館があり、その一つである大隈分館では、以前から行政 

区での活動が活発で、分館での活動があまり活発であるとは言えない状況でした。しかし 

ながら、他の３つの分館では、以前から地域密着型の活動が展開されており、大隈分館は、 

嘉麻市 嘉穂地区公民館大隈分館【公立公民館】 公民館主事 有 田  芳 行 

地域が育てる公民館 

～地域住民が必要とし地域が支える公民館～ 

【 大隈分館組織図 】 

運営委員長 

大 隈 分 館 

館 長 主 事 会 計 

【運営委員】 

学識経験者 大隈地区区長代表 牛隈地区区長代表 嘉穂小学校長 牛隈小学校長  

嘉穂小大隈地区 PTA代表 牛隈小 PTA代表 大隈地区子ども会代表 牛隈地区子ども会代表 

女性団体「地域女性の会」 女性団体ボランティア「ともしび会」  地域サポーター 

 



この３つの分館に追いつけ追い越せという意識で、「集う」公民館への発展を目指して、こ 

の１０年間活動してきました。 

７．事業内容 

子どもたちの居場所づくりで始めた「くまっこひろば」は年５回程度実施しています。 

なかでも、「子ども縁日」は地域を巻き込んだ事業となっており、今年で８回目を迎え、平

成３０年度は２８２名の参加がありました。夏休みには「夏休み☆ときめき学習」を実施

しています。これは、夏休み期間中の５～６日の日程を決め、９時からの１時間を学習時

間に、１０時からの２時間を昔遊びや工作、調理体験、川遊び・ソーメン流しなどの時間

にあてる事業を実施しています。地域のサポーターのみなさんや市内外の高校生にも、ボ

ランティアとして参加していただいています。 

  また、中高年者向けの「嘉麻川学習会」を年５回実施し、介護予防や省エネ等の講座や 

軽スポーツ、社会見学等を行っています。どの学習会も終了後には、「くまっこカフェ」を

開催しており、くつろぎのひと時として、一番のにぎわいとなっています。 

  その他、昨年の九州北部豪雨により、隣町の東峰村に甚大な被害が出たため、その災害 

ボランティアとして来ていた大学生等に、カレーの炊き出しを行いました。このことをき 

っかけに、毎月２０日（７・８・１２・１・２月を除く）に「カレーの日」を開催してい 

ます。地域サポーターのみなさんは勿論のこと、カレー作りや配膳など、地域のボランテ 

ィアの方々が、回を追うごとに増えています。 

≪子ども縁日≫ スーパーボールすくい  バルーンアート     ビンゴ大会 

 

 

 

 

 

≪夏休み☆ときめき学習≫                        

 

 

 

 

 

≪ツリークライミング≫ 最初は怖がる児童もいたが登りきると大喜び 

 

 

 

 

 

≪クリスマスコンサート≫ 嘉麻市の職員で結成したＫＭＧ 

 

 

 

ソーメン流し 川遊び 風船ランタン作り 



≪嘉麻川学習会≫ 音楽で介護予防 

 

 

 

 

 

 

≪くまっこカフェ≫ コーヒーを飲みながらおしゃべり     ≪社会見学≫      

 

 

 

 

 

 

≪カレーの日≫ 前日に材料の準備し、当日は大盛況      手づくりの旗 

 

 

 

 

 

 

８．事業の成果 

世代を問わずいろいろな事業を実施してきました。どの事業にも欠かせないのが、地域 

のサポーターとボランティアです。大隈分館では、本年度、大隈分館運営委員会に新たに 

地域サポーターを設置し、運営委員に加わっていただきました。信頼に満ちた互助的な人 

間関係の形成を促し、豊かで潤いのある地域を創造していく原動力になっていると思いま 

す。 

９．今後の課題 

  今後の課題は活動の拠点です。現在は「ふるさと交流館」を拠点に活動しています。こ 

の施設は、以前は県の保健所であったものを、平成１２年に旧嘉穂町が払い下げを受け、 

現在は市の文化財等の資料を保管する施設であり、そこを間借りして活動している状況で 

す。木造づくりで、映画の撮影に使えそうな、昭和チックな香りのする建物です。 

しかし、市の第３次行政改革において、平成３２年度に廃止の方向性が出ており、地域 

住民は不安を感じています。今後、大隈分館の移設が検討課題となっていますが、現在の

活動を衰退させることがないよう、今後も活動を続けていきたいと考えています。 

 

問合せ先 

〒820-0302 嘉麻市大隈町 1228 番地 1     

嘉麻市中央公民館 中央公民館係 

℡：0948-57-0080  Fax：0948-57-3661  Ｅ-mail：pub＠city.kama.lg.jp 


